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研究課題名 カルシウムストアの分子構築に関する研究

研究の概要等 細胞質の 濃度の上昇は生理的反応のスイッチとなっており、その制御は神経Ca2+

伝達物質やホルモンの放出、筋細胞の収縮、細胞増殖や細胞死など多彩な細胞機能

に及んでいる。生理反応に先立ち生じる興奮性細胞における脱分極の電気シグナル

から シグナルへの変換反応においても例外ではなく、通常の場合には表層膜上Ca2+

の電位依存性 チャネルと細胞内ストア膜上の放出 チャネル リアノジン受Ca2+ Ca2+ (

容体 の機能共役による活性化が普遍的に観察される。本申請研究では興奮性細胞の)

放出機構とストアの構造を包括的に理解するための分子的基盤を整備することCa2+

を目的としている。具体的には、 リアノジン受容体の活性調節の分子機構の解明(i)

と、 ジャンクトフィリンの生理機能の解明、 筋小胞体のタンパク質の新規同(ii) (iii)

定とその機能解析を遂行することにより、興奮性細胞の シグナリングの分子基Ca2+

盤の理解に貢献する計画である。
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